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 12月中 旬
ちゅうじゅん

夜
よる

８時
じ

頃
ころ

の星空
ほしぞら

を見てみ

ましょう。東
ひがし

の空には冬
ふゆ

の星座
せ い ざ

が顔
かお

を

出
だ

していますが、南
みなみ

から西
にし

の空は、ま

だまだ秋
あき

の星座を見ることができ、「く

じら座
ざ

」や「うお座」、天頂
てんちょう

付近
ふ き ん

には「お

ひつじ座」が見えます。「くじら座」は、

ギリシャ神話
し ん わ

では、アンドロメダ王女
おうじょ

に

襲
おそい

いかかる海
うみ

の怪物
かいぶつ

・化
ば

けクジラの星

座で、皆
みな

さんがよく知
し

るクジラとは似
に

ても似つかぬ姿
すがた

をしています。少
すこ

し西に傾
かたむ

いた《秋の四辺形
しへんけい

》の東の

辺
へん

を、南に伸
の

ばしたところにある、２等
とう

星
せい

ディフダ（デネブカイトス）がクジラの尻尾
し っ ぽ

の星で、そこから東の

方
ほう

にいくつかの３等
とう

星
せい

が並
なら

んでクジラの胴体
どうたい

となり、その先
さき

にある５つの星の輪
わ

が、クジラの頭
あたま

をつくって

います。クジラの首
くび

の部分に位置
い ち

する星ミラは、330 日の周期
しゅうき

で明
あか

るさを変
か

える有名
ゆうめい

な変光星
へんこうせい

です。そして、

クジラの頭の東には、「おうし座」、「オリオン座」と、冬の星座が続
つづ

いています。 
 
 
 
 
 

「昴」は「おうし座」の背中
せ な か

で輝
かがや

く星の集
あつ

まり、「プレアデス星団
せいだん

」の和名です。

日本
に ほ ん

では古
ふる

くから「すばる」と呼
よ

ばれ、神々
かみがみ

の美
うつく

しい玉飾
たまかざ

り「みすまるの玉」の「す

まる」が語原
ご げ ん

とも言
い

われています。「すまる」は「統
す

まる」と書
か

き、集まって一
ひと

つにま

とまるという意味
い み

があります。この星の集まりはよほど目立
め だ

ったとみえ、日本各地
か く ち

に

は、「すばる」の他
ほか

、たくさんの星名
ほしめい

が伝えられています。肉眼
にくがん

で６個
こ

に見えることか

ら「六
ろく

連星
れんせい

」、星々
ほしぼし

が描く形
かたち

から「羽子板
は ご い た

星」、ごちゃごちゃ集まっているので「群
むら

が

り星」、「ごちゃごちゃ星」などの呼び名
な

もあります。 

 

 

12 月１日、約
やく

２年２カ月ぶりに、火星が地球に接近します。火星の公転
こうてん

軌道
き ど う

は楕
だ

円形
えんけい

なので、今回
こんかい

は最接

近としては中
ちゅう

くらいの距離
き ょ り

ですが、火星の明るさは約
やく

マイナス２等で、深夜
し ん や

には空高
たか

く輝く火星が見られま

す。最接近の頃の火星は、夕方
ゆうがた

暗
くら

くなる頃に東北東
とうほくとう

の低い空に見え始
はじ

め、時間
じ か ん

とともに高い位置に昇
のぼ

って、

真夜中
ま よ な か

頃に南中
なんちゅう

します。その後
ご

、高度を下
さ

げながら西の空に移
うつ

り、ほ

ぼ一晩
ひとばん

中観察
じゅうかんさつ

できます。火星は 12 月下旬
げじゅん

までマイナス 1.5 等以上
いじょう

の明るさなので、12 月は火星の見
み

頃
ごろ

が続きます。この機会
き か い

にぜひ、

観察
かんさつ

してみましょう。 

 また、12 月 14 日頃に「ふたご座流星群」が極大を迎えます。13

日夜
  よる

～14 日明け方
あ  が た

にかけてと、14 日夜～15 日明け方にかけての２

夜
や

、普段
ふ だ ん

より目立って多
おお

くの流星が見られそうです。今年
こ と し

は深夜に

下弦前
かげんまえ

の明るい月が昇り、月明
つ き あ

かりの影響
えいきょう

を受
う

けてしまうため、観察は、 

月が高く昇らない夜半前
やはんまえ

の時間帯がオススメです。寒
さむ

さ対策をしっかりして、観察してくださいね。 
 

☆ １２月のプラネタリウムの内容につきましては、別刷りの「投影案内」をご覧ください ☆ 

☆ プラネタリウムのお休み １２／５(月)、１２(月)、１９(月)、２１(水)、２６(月)、２９(木)～３１(土) 

☆ 新型コロナウイルス感染症対策で、入場定員を減らして投影しています。 

 

 ★ 今月
こんげつ

の星
ほし

もよう ★ 
 

豊川市ジオスペース館 

★ 火星
か せ い

が地球
ちきゅう

に最接近
さいせっきん

！ふたご座
ざ

流星群
りゅうせいぐん

が極大
きょくだい

！ 

★ すばる（昴）・むつらぼし（六連星）  

図はステラナビゲーター11 を用いて作成 

【星の和名
わ め い

のお話
  はなし

】  

18時頃の様子 

プレアデス星団 

東 南 



 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

 
                 

 

 

 

 

 

 

★  １２月上旬の主な天文現象  
 

 

 

 

 

 

★  国際宇宙ステーション (豊川での主なデータ  １２ /1～ 15) ※下記時刻は、予想値です 

  

◇  １２月  ６日（火） [ 見やすさ 〇 ]  １７：１９ 北北西 ～  １７：２５ 東  

◇  １２月  ７日（水） [ 見やすさ ◎ ]  １８：０７ 西北西 ～  １８：１２ 南南東 

◇  １２月  ８日（木） [ 見やすさ ◎ ]  １７：１８ 北西  ～   １７：２４ 南東 

◇  １２月 １０日（土） [ 見やすさ ◎ ]  １７：１７ 西北西 ～  １７：２３ 南 

 

 

１日（木） 火星
か せ い

が地球と最接近
さいせっきん

 

２日（金） 月と木星
もくせい

が接近 

６日（火） 未明に月と天王星
てんのうせい

が接近 

 ７日（水） 大雪
だいせつ

 

 

豆知識：国際宇宙ステーション（ISS）は、明るい星が動いているように見えます。 

飛行機のような赤緑ランプの点滅はありません。 

８日（木） 火星が衝
しょう

、月が火星に接近 

満月 〇 

１４日（水） ふたご座
ざ

流星群
りゅうせいぐん

が極大
きょくだい

   

 

 

 

 

 

 


